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“Minipigs in Toxicology”がトピックとして取り上げられて以後、EUおよび米国では、ミニブタは医薬品開発などにおいて

必要不可欠な動物種となっています。

前号からNIBS系ミニブタについてご紹介させていただきましたが、当社でミニブタの供給を開始したときは国内の実験施

設やミニブタ（又はブタ）を扱える実験動物技術者は少なく、海外とは大きな差がありました。しかし、現在では海外との実

験環境の差は小さくなってきており、今後国内でも欧米同様にミニブタの利用が拡大していくものと期待しています。最後

になりましたが、本稿が医学・生物学分野の研究者の方々がミニブタを使用する際のご参考になれば幸いです。
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前号に引き続き当社のNIBS系ミニブタについてご紹介いたします。まず、飼育管理方法、環境条件について簡単にお示しし

ますが、あくまでも動物実験のための条件であることをご承知おきください。実験動物福祉の観点から環境エンリッチメン

ト（Environmental enrichment）への配慮も求められますが、実験結果への影響を考慮して対応する必要があると思います。

ILARの指針5）では、環境エンリッチメントの主要目的は動物のウエルビーイング（Well-being）を増進することであり、動物

種に固有の行動を発現しやすくなるような刺激、構造物および資源を提供することによって達成することができると述べ

られています。

実験施設で使用するケージは主に単飼ケージになると思いますが、推奨されるケージサイズや飼育スペース（Table 2）は、

「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（平成18年4月28日付環境省告示第88号）、ILARの指針5）、ECC

基準6）などに記載があるので参考にしてください。床はペン式あるいはイヌと同じスーパーコート（スノコ式）が使用可能で

すが、スーパーコートを使用する場合、ミニブタの爪が伸びるために定期的な爪切りなどのメンテナンスが必要です。

温湿度については、概ね温度は20～26℃、相対湿度は30～70％であれば問題ないと思いますが、実験目的や施設の構造を

勘案し、動物へ悪影響を及ぼさない範囲で許容範囲を定める必要があります。

ブタの栄養要求量については、日本飼養標準7）あるいは米国のNRC標準8）に記載されていますが、家畜ブタが対象で最大限

の飼料効率を得ることが目的であることから、そのままミニブタに適用することはできません。ミニブタの栄養要求量9）は、

家畜ブタの栄養要求量を基に設計されており、当研究所においてもNIBS系ミニブタの作出と並行して育成用（離乳以後）か

つ実験用として給餌可能なミニブタ用飼料を開発いたしました。現在、当社にてミニブタ用飼料（商品名：NS）として販売し

ています。ミニブタであっても不断給餌を行うと不必要な脂肪蓄積を起こすことから、制限給餌は必須です。飲料水は水道

法水質基準を満たす水質であれば問題ありません。給水バルブはイヌと同じものでも使用可能ですが、ミニブタは噛む力が

強いため家畜ブタで使用されている小型サイズの物を推奨します。

ミニブタには、その解剖学的、生理学的特徴から様々な実験手技（経口投与、経皮投与、前大静脈内カテーテル留置、連続静

注、胆汁採取など）を適用できますが、そのためにはハンドリング、採血、投与、麻酔などの基本的手技の習熟が不可欠です。

基本的なハンドリング、実験手技については「ミニブタ実験マニュアル」（前号参考文献1））、「ブタ・ミニブタ実験マニュア

ル」10）、「The Laboratory Swine」9）などに詳細に記載されているのでご参照ください。

約30年にわたりNIBS系ミニブタを供給し、使用された研究分野は安全性試験、代謝・薬物動態試験、皮膚刺激性試験といっ

た医薬品開発、再生医療、異種あるいは同種移植実験、循環器系又は腎機能をターゲットとした医療用デバイスの開発、医師

の手術トレーニングなど多岐にわたっています。特に、循環器系臓器の大きさ、血管の太さなどがヒトに類似していること、

手術等のストレスに強いこと、若齢成獣以後ほとんど臓器が大きくならず長期試験が実施可能なこと、微生物学的に制御さ

れていることから、主に医療用デバイス（冠動脈ステント、内

視鏡、透析装置など）の開発に使用されています。1998年に

OECD（Organization for Economic Cooperation and 

Development）の試験法ガイドライン（TG409）にミニブタが

非齧歯類の選択肢の一つして加わり、2005年には3 rd  

European Congress of Toxicologic Pathology11)において
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Table 2  推奨される1頭あたりの飼育スペース

体重(kg)
＜15

15≦かつ＜25
25≦かつ＜50

床面積(m²)
0.72
1.08
1.35
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